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先週、宗教法人の設立に関して、申請書類一式を無

事府庁の文教課宗教法人係へ提出することができま

した。恐らくは 2 週間程度で、認可が下されると思

われます。今月末には、宗教法人格を持つことになり

ます。ここまで、主が導いて下さったことを、本当に

感謝しています。また、中央チャペリタンの兄姉のご

協力合ってのことと、感謝申し上げます。 

宗教法人格を持って、何か新しい事が起こるのか？

と問われました。明確に、これこれ、と申し上げるこ

とはまだできません。でも、確実に自立した歩みが、

拡充され、豊かさにされていきます。とっても、ワク

ワクしながら、認可を待っているところです。 

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
宗教法人格へ！ 
 

主管牧師 藤林イザヤ 
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1997 年 4 月第二日曜日に、京都中央チャペルは

産声を上げました。ちょうど、京都福音教会が創立し

てから 40 年目のことでした。本部教会は北区上賀

茂、山間に位置しています。そこで、神様は町中に出

て行き、そこで福音を宣布するように願われました。

最初の礼拝はハートピア京都の視聴覚室を会場にし

て開かれました。その後、2001 年 11 月末には、

京都中央チャペル、という名に恥じぬ、αββα−

HOUSE が烏丸御池駅徒歩 3 分というところに与え

られました。まさに、地下鉄の交点であり、中心に走

っている烏丸通に面した場所でした。 

そして、24 年目に入った今、今度は宗教法人格を

取得して歩み出します。この資料は、資料館にも永遠

保存されるとのことでした。この地上において、主の

使命を果たし続ける場として、京都中央チャペルは進

んで行きます。新しい人格を取得し、船出します。期

待を胸に、前進して参りましょう！！ 
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2020 年 7 月 12 日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

 

主題『Gift、賜物！』 

説教者：藤林イザヤ師 

 

 

聖書箇所 ヨハネ伝 9.1 

 

1 さて、イエスは通りすがりに、生まれつき目の見えない人を見かけられた。 

 

 

《神のGift（ギフト）！》  

 

「生まれつき」目が見えない人を主イエスはご覧になって近づいていかれた！ 

→「生まれつき」は、神がその人に特別に与えられた特性であり、固有性！ 

⇒障害も神がその人に託された「Gift」（ギフト）「賜物」「贈り物」である！ 

 

 

 

 

ヨハネ伝 9.2-3 

 

2 弟子たちがイエスに尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見えないのは、

だれが罪を犯したからですか。本人ですか。それとも、両親ですか」 

 

3 イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯した

からでもない。神の業がこの人に現れるためである。 
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《神のギフトで光が輝く！》 

 

世の光である主イエスは、それぞれの Gift を通して光を輝かせる！ 

→その人ならでは！！の輝き方があることを認め、尊重していこう！ 

⇒神の業が現れるという目的は、Gift から、Gift だからこそ！！達成される！ 
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① 神は各自に、 

異なった（       ）を与えた！ 

 
 

C f)ローマ書12.6-8 

6 わたしたちは、与えられた恵み（カリス）によって、それぞれ異なっ

た賜物（カリスマタ）を持っていますから、①「預言の賜物」を受けてい

れば、信仰に応じて預言し、7 ②「奉仕の賜物」を受けていれば、奉仕

に専念しなさい。また、③「教える人」は教えに、8 ④「勧める人」は

勧めに精を出しなさい。⑤「施しをする人」は惜しまず施し、⑥「指導す

る人」は熱心に指導し、⑦「慈善を行う人」は快く行いなさい。 
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② （      ）を舞台として、 

主イエスの光が放たれる！ 

 

  

C f)イザヤ書9.1 

1 闇の中を歩む民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光

が輝いた。 

 

 

『土の器』 

土の器 かけだらけの私 

その欠けからあなたの 光がこぼれ 輝く 

土の器 ヒビだらけの私 

そのヒビからあなたの 愛があふれ 流れる 

 

こんな私でさえも        

 主はそのままで 愛してくださる 

※だから今 主の愛に 

 答えたい 私のすべてで 

 用いてください 主よ 

 私にしか できないことが 必ずあるから 
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藤林邦夫の『3 分間メッセージ』295 【急いでいいのか】 

 

週報に「先週の報告」という記事を掲載するのですが、それを書いていて、つい

数日前の出来事なのに、はるか遠いかなたの事のように思えるのです。 

日曜日のことが、翌日くらいになると薄らいでいき、火曜日くらいになると忘れ

られ、翌週の週報に出ると、おおそうだったなと改めて思い出す、それも随分と前

のような気分で、となるのです。 

いつからこんな風になってきたのでしょうか？ 

谷川俊太郎という詩人は、次のように歌っています。 

「こんなに急いでいいのだろうか。田植えする人々の上を、時速 200 キロで通

り過ぎ、私には彼らの手が見えない、心を思い遣る暇が無い。 

（だから手にも心にも形容詞は使えない） 

この速度は速すぎて間が抜けている。苦しみも怒りも不公平も絶望も、 

すべて流れて行く風景」 

 

こんなに急いでいいのだろうかと詩人が問うように、次から次へと事柄が起こり、

それを昇華していく毎日。どんなことがあっても、それをじっくりと味わう間もな

く、次のことに取り組んで行く毎日。それではすべてにおいて、心、ここにあらず、

となってしまう危険があります。 

インドへ行った牧師が「藤林先生夫妻のインドを訪ねられた時のことを覚えてい

る人がいて、よろしくとのことでした」と伝言がありました。13 年前のインド訪

問を、今に至るまで覚えておられるのです。それだけ変化のない国です。しかしそ

れだけインドでは、物事を味わって生きています。もう少し私たちもゆっくりと生

活したいものですね。 

「イエス・キリストは昨日も今日も、いつまでも変わることがない」 

（ヘブライ書13.8） 
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★今週の予定 

2020年7月16日(木)  BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階  

宋志雄師がメッセージを語って下さいます！ 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：30− アバハウス3階 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス1・2・3階 

       手話礼拝  11:00- アバハウス1階(第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス2階 

       ろうあ者学び会 14:00- アバハウス3階（第三週日曜日） 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス２階 

 

★7月の予定 

本日 ミラクワ定期練習 15:00- アバハウス2階 

16日(木) BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 宋志雄師 

22日(水) ミラクワ定期練習 10:00- アバハウス2階 

26日(日) ミラクワ 山本真一郎師 ワークショップ 15:00- アバハウス2階 

30日(木) BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 

★8月の予定 

2日(日) 野外礼拝＆バーベキュー 10：30− 近江舞子 BBQ開始 12：00− 

 会費：大人1500円（施設使用料含） 小人700円 交通費：実費 

 暑い盛りですが、楽しい一時を過ごしましょう！ワニのタンが来るかも？！ 

 今年も、びわ湖での洗礼式を予定しています。ご希望者はお申し出下さい！ 

 

 ◆2020年7月9日のBLD祈祷会出席者数   ≪合計23名≫ 
◆2020年7月5日(日)の礼拝出席者数   ≪合計61名≫ 

  CS･･･4名 アバ…23名 Zoom…22名 支援…12名 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 
〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 
  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


